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2019年度中間損益概況 

19/9期決算のポイント 

■厳しい環境下でも、資金利益、役務取引等 
 利益は前年同期水準を堅持。 
 

■経費削減に積極的に取り組む。人件費は、 
 大幅に減少。 
 

■コア業務純益（除く投信解約益）は、前年 
 同期から大きく改善。 
 

■適正な与信管理のもと、保守的な引当金の 
 積増しにより、与信関連費用は増加。 

前年同期比

40 39 △ 1

28 23 △ 4親会社株主に帰属する中間純利益

連結経常利益

（億円、％）
18/9期 19/9期連 結 

コア業務純益（除く投信解約益） 

2,592  

3,473  

3,937  

1,567  1,863  

2,564  

17/9 18/9 19/9

（百万円） 

除
く
投
信
解
約
益 

除
く
投
信
解
約
益 

除
く
投
信
解
約
益 

4ページ 

7ページ 

8ページ 

9ページ 

9ページ 

前年同期比

180 172 △ 7

資金利益 147 146 △ 1

役務取引等利益 22 23 1

その他業務利益 △ 2 △ 2 △ 0

168 168 △ 0

12 4 △ 7

133 128 △ 4

0 △ 1 △ 1

46 45 △ 0

34 39 4

18 25 7

△ 10 △ 11 △ 0

- - -

0 5 5

17 12 △ 5

27 18 △ 8

36 34 △ 1

△ 0 △ 1 △ 1

26 21 △ 4

19/9期

うち不良債権処理額（△）

うち株式等関係損益

18/9期

コア業務粗利益

国債等債券損益

業務粗利益

（億円、％）

中間純利益

経　費（△）

一般貸倒引当金繰入額（△）

業務純益

コア業務純益

臨時損益

経常利益

特別損益

うち投資信託解約損（△）

うち貸倒引当金戻入益

〃（除く投信解約益）

0 3 3与信関係費用（△） 9ページ 

＜投信解約損益について＞ 
 投信解約益は、ETF、REITを除く投資信託（主に 
 私募投資信託）の解約・償還益で、有価証券利息 
 配当金に計上しております。 
 投信解約損は、臨時損益に計上しております。 

単 体 



―4― 

前年同期比

147 146 △ 1

77 76 △ 0

79 78 △ 0

国内業務部門 77 77 △ 0

国際業務部門 1 1 0

2 2 △ 0

国内業務部門 1 1 △ 0

国際業務部門 0 0 △ 0

71 70 △ 1

〃（除く投信解約益） 55 57 1

26 20 △ 6

国内業務部門 22 16 △ 5

国際業務部門 4 3 △ 0

7 6 △ 0

21 29 8

16 13 △ 2

△ 1 △ 0 △ 0

債券

株式

投信分配金

投信解約益

市場運用・調達ほか（NCD含む）

19/9期

預貸金利息

有価証券利息

18/9期

資金利益

（億円、％）

貸出金利息

預金利息

資金利益 

 

貸出金利息の増加には、利回りの改善が課題 
 

貸出金平残・利回り 

15,093  
16,089  

16,864  

1.05% 
0.98% 

0.92% 

0.00%

0.20%

0.40%

0.60%

0.80%

1.00%

3000

5000

7000

9000

11000

13000

15000

17000

19000

21000

17/9 18/9 19/9

（億円） 

貸出金利息 

7,952  

7,909  

7,859  

17/9 18/9 19/9

（百万円） 

143 143 △ 0

4 3 △ 0

国内業務部門

国際業務部門

＋1.29％ ＋4.81％ ＋6.59％ 

△0.62％ △0.54％ △6.10％ 

前年 
同期比 

前年 
同期比 



預金・貸出金の状況 

 

貸出金残高は、山梨県内、東京・西東京地区ともに堅調に推移 
 

19/9期

29,607 30,214 607 （ +2.0% ）

山梨県内 26,093 26,749 656 （ +2.5% ）

東京・西東京地区 3,513 3,465 △48 （△1.3% ）

49.0% 49.3% +0.3P －

（ゆうちょ銀行を除く）

山梨県内預金シェア（末残）

預金

前年同期比（増減率）
（億円）

18/9期

19/9期

16,089 16,864 +774 （ +4.8% ）

山梨県内 8,242 8,608 +366 （ +4.4% ）

東京・西東京地区 6,029 6,508 +478 （ +7.9% ）

本部所管貸出金 1,817 1,746 △70 （ △3.9% ）

一般資金 9,644 10,266 +621 （ +6.4% ）

非事業性個人 3,646 3,799 +152 （ +4.1% ）

地公体 2,798 2,798 +0 （ +0.0% ）

41.4% 43.6% ＋2.1P －山梨県内貸出金シェア（末残）

地

域

別

マ

ー

ケ

ッ

ト

別

貸出金

前年同期比（増減率）
（億円）

18/9期

中小企業向け貸出（末残） 

4,563  
4,962  

5,448  
6,181  6,339  

15/9 16/9 17/9 18/9 19/9

（億円） 

住宅ローン（末残） 

3,657  
3,712  3,750  

3,893  

4,059  

15/9 16/9 17/9 18/9 19/9

無担保ローン（末残） 

128  

120  
118  

122  

130  

15/9 16/9 17/9 18/9 19/9

（億円） 

＋1.5％ 

＋9.8％ +13.5％ ＋2.6％ ＋8.7％ 

＋3.8％ ＋4.2％ ＋1.0％ 

▲6.2％ ▲1.6％ ＋3.3％ ＋6.5％ 

（億円） 
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＜ 平 残 ＞ 

＋0.2％ 

▲0.1％ 

▲7.2％ 



債券関係損益 

株式関係損益 

有価証券利息 
（除く投信解約益） 

投信解約益 

投信解約損 

外貨調達コスト 
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有価証券の状況 

 

地方債等を中心に残高増加、評価益は2019年3月末比94億円増加 
 

3,819  3,763  
4,145  

3,387  3,388  

1,621  1,689  

1,892  

1,827  
2,270  

521  574  

567  

594  

854  338  405  

405  

341  

321  

3,529  

5,251  

4,829  

4,374  

4,399  

2,053  

394  323  

330  

455  

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

17/3 18/3 18/9 19/3 19/9

有価証券末残（時価評価前） 

投信 

株式 

外債 

社債 

地方債 

国債 

11,884 
12,078 12,164 

10,855 

11,691 

18,646 
14,536 

13,831 
（億円） 

（百万円） 

円債 

株式 

投信 

6,156 6,957 6,512 

1,051  1,025  
3,607  

1,609  
3,417  

1,373  

15,504  

6,539  

12,242  

5,576  

11,119  

5,703  

4,541  

3,864  

6,457  

1,794  

66  

1,276  

4,324  

209  

693  

1,207  

4,920  

478  

-5,234  -4,018  

-7,556  

-2,745  
-5,210  

-1,860  

-1,540  
-1,463  

-907  

-484  

-481  

-458  

-8,500

-3,500

1,500

6,500

11,500

16,500

21,500

26,500

31,500

17/3 17/9 18/3 18/9 19/3 19/9

555 570 
496 519 

619 

525 

（通期） （半期） （通期） （半期） （通期） （半期） 

評価損益 

外債 

（億円） 

有価証券関連損益 

248  224  212  
161  185  200  

318  
322  319  

356  321  291  

-4  

18  

-26  

13  18  
110  

-7  

4  

-8  -12  

17  

-50

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

600

650

700

750

800

850

17/3 17/9 18/3 18/9 19/3 19/9

19/3比 
+836億円 

18/9比 
+127百万円 
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前年同期比

2,287 2,387 100

3,674 3,774 100

1,387 1,386 △ 1

882 865 △ 17

479 498 19

387 351 △ 36

10 7 △ 3

5 7 2

171 225 54

79 139 60

23 36 13

17 8 △ 9

33 4 △ 29

974 970 △ 4

77 104 27

ローン支払保険料・保証料（△） 886 920 34

株式支払手数料（△） 48 3 △ 45

法人役務収益

うち、私募債

うち、法人向け生命保険手数料

貸出金関係受入手数料

為替関係受入手数料

費

用

（百万円）

18/9期 19/9期

うち、生命保険手数料(法人分除く)

役務取引等利益

役務取引等収益

役務取引等費用（△）

＜主な内訳＞

金融商品役務収益（法人分除く）

うち、公共債手数料

うち、シローン、案件組成等手数料

うち、ビジネスマッチング手数料

うち、投信手数料

うち、金融商品仲介手数料

役務取引等利益 

役務取引等収益（半期推移） 

3,608  

3,824  
3,674  3,722  3,774  

3,916  

17上 17下 18上 18下 19上 19下 

（計画） 

（百万円） 

 

法人役務収益は堅調に増加、手数料ビジネスを新たな収益源へ 
 

金融商品役務収益 
(法人分除く) 

892  
1,070  

882  915  865  981  

17上 17下 18上 18下 19上 19下 

（計画） 

（百万円） 

法人役務収益 
 

110  146 171  203  225  263  

17上 17下 18上 18下 19上 19下 

（計画） 

（百万円） 



―8― 

経費／ＯＨＲ（コア業務粗利益経費率） 

前年同期比 前期比

133 128 △ 4 258 △ 6

76 72 △ 4 143 △ 9

49 48 △ 0 101 2

7 8 0 14 0

19/9期
20/3期
（計画）（億円）

18/9期

税金

経費

人件費

物件費

79.37% 76.57% △2.80POHR

経費の主な増減要因 

人件費 △4
賞与△3

人員減少他△1
△9

賞与△7

人員減少他△1

物件費 △0 固定資産償却△1 ＋2

固定資産償却△1

業務改革・システム投資

＋3

税  金 0 ― 0 ―

19/9期（実績） 20/3期（計画）

 

経費構造や業務プロセスの見直しを加速し、経費削減に努める 
 

経費とＯＨＲの推移 経費 

15,582  15,246  14,318  

9,937  9,916  
10,123  

1,381  1,338  1,429  

79.08% 77.98% 79.13% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

01002003004005006007008009001,0001,1001,2001,3001,4001,5001,6001,7001,8001,9002,0002,1002,2002,3002,4002,5002,6002,7002,8002,9003,0003,1003,2003,3003,4003,5003,6003,7003,8003,9004,0004,1004,2004,3004,4004,5004,6004,7004,8004,9005,0005,1005,2005,3005,4005,5005,6005,7005,8005,9006,0006,1006,2006,3006,4006,5006,6006,7006,8006,9007,0007,1007,2007,3007,4007,5007,6007,7007,8007,9008,0008,1008,2008,3008,4008,5008,6008,7008,8008,9009,0009,1009,2009,3009,4009,5009,6009,7009,8009,90010,00010,10010,20010,30010,40010,50010,60010,70010,80010,90011,00011,10011,20011,30011,40011,50011,60011,70011,80011,90012,00012,10012,20012,30012,40012,50012,60012,70012,80012,90013,00013,10013,20013,30013,40013,50013,60013,70013,80013,90014,00014,10014,20014,30014,40014,50014,60014,70014,80014,90015,00015,10015,20015,30015,40015,50015,60015,70015,80015,90016,00016,10016,20016,30016,40016,50016,60016,70016,80016,90017,00017,10017,20017,30017,40017,50017,60017,70017,80017,90018,00018,10018,20018,30018,40018,50018,60018,70018,80018,90019,00019,10019,20019,30019,40019,50019,60019,70019,80019,90020,00020,10020,20020,30020,40020,50020,60020,70020,80020,90021,00021,10021,20021,30021,40021,50021,60021,70021,80021,90022,00022,10022,20022,30022,40022,50022,60022,70022,80022,90023,00023,10023,20023,30023,40023,50023,60023,70023,80023,90024,00024,10024,20024,30024,40024,50024,60024,70024,80024,90025,00025,10025,20025,30025,40025,50025,60025,70025,80025,90026,00026,10026,20026,30026,40026,50026,60026,70026,80026,90027,00027,10027,20027,30027,40027,50027,60027,70027,80027,90028,00028,10028,20028,30028,40028,50028,60028,70028,80028,90029,00029,10029,20029,30029,40029,50029,60029,70029,80029,90030,00030,10030,20030,30030,40030,50030,60030,70030,80030,90031,00031,10031,20031,30031,40031,50031,60031,70031,80031,90032,00032,10032,20032,30032,40032,50032,60032,70032,80032,90033,00033,10033,20033,30033,40033,50033,60033,70033,80033,90034,00034,10034,20034,30034,40034,50034,60034,70034,80034,90035,00035,10035,20035,30035,40035,50035,60035,70035,80035,90036,00036,10036,20036,30036,40036,50036,60036,70036,80036,90037,00037,10037,20037,30037,40037,50037,60037,70037,80037,90038,000

18/3 19/3 20/3（計画） 

（百万円） 

ＯＨＲ 

人件費 

税 金 

合 計 

物件費 

25,871 26,502 26,901 

（億円） 



与信関係費用 

クレジットサイクルの転換を見据え、保守的に引当金を積み増し 
 

前年同期比 前期比

0 3 3 4 11 6

10 △ 1 △ 12 10 0 △ 9

0 5 5 △ 6 10 16

△ 10 5 15 △ 6 9 16

0 0 0 0 0 △ 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 △ 0

20/3期
（見込み）

19/3期

個別貸倒引当金純繰入額

償却債権取立益（△）

（億円）
18/9期

与信関係費用

一般貸倒引当金純繰入額

不良債権処理額（臨時損益）

19/9期

偶発損失引当金繰入額

貸出金償却・債権売却損

県内企業の倒産件数 
（負債総額10百万円以上) 

19  
23  

26  
24  

20  
16  

16下 17上 17下 18上 18下 19上 

（件） 

与信関係費用推移 

3 

▲ 9 
▲ 15 

17 4 

▲ 6 

4 
11 

13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3

（億円） 

（見込み） 

（注） 
 左表では過去との比較上、 
 貸倒引当金戻入益をそれぞ 
 れ一般貸倒引当金純繰入額 
 及び個別貸倒引当金繰入額 
 に分けて表示。 
 

0.09bp 4.48bp 4.39bp 2.63bp 6.55bp 3.92bp与信費用比率

―9― 
出所：㈱東京商工リサーチ 
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2019年度損益予想 

前期比

389 342 △ 46

資金利益 298 281 △ 16

役務取引等利益 46 49 2

その他業務利益 △ 4 4 0

339 326 △ 12

49 15 △ 33

265 258 △ 6

10 0 △ 9

113 83 △ 30

74 68 △ 6

40 54 13

△ 48 △ 34 14

- - -

△ 6 10 16

0 12 11

52 33 △ 18

65 49 △ 16

44 32 △ 12

（億円、％）

20/3期

（計画）

うち不良債権処理額（△）

19/3期

コア業務粗利益

国債等債券損益

うち貸倒引当金戻入益

業務粗利益

コア業務純益（除く投信解約益）

うち株式等関係損益

当期純利益

経　費（△）

一般貸倒引当金繰入額（△）

業務純益

コア業務純益

臨時損益

経常利益

うち投資信託解約損（△）

単 体 

前年同期比

74 55 △ 19

49 35 △ 14親会社株主に帰属する中間純利益

連結経常利益

（億円、％）
19/3期

20/3期

（計画）
連 結 

貸出金利息 

15,805  15,870  15,944  
16,337  

18/3 19/3 20/3 

（予想） 

20/3 

（中計計画） 

（百万円） 

15,258  

16,304  

17,082  16,913  

1.03% 
0.97% 

0.93% 
0.96% 

0.00%

0.20%

0.40%

0.60%

0.80%

1.00%

14000

14500

15000

15500

16000

16500

17000

17500

18/3 19/3 20/3 

（予想） 

20/3 

（中計計画） 

貸出金平残・利回り 

（億円） 



適正な内部留保の充実と、安定配当を継続実施する 
 

資本政策（株主還元の状況） 

14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期

6.50 7.00 10.00 9.00 7.00 35.00 35.001株当たり配当額

（円）

株主還元実績・計画 

（百万円）

7,898 8,200 8,737 6,710 4,464 4,494 3,200

1,134 1,211 1,712 1,521 1,172 1,162 1,114

14.42% 14.83% 19.70% 22.73% 26.34% 25.97% 34.83%

年間配当額

単体当期純利益

配当性向

835 834 899 1,235 487 522 1,128

1,970 2,045 2,611 2,757 1,659 1,684 2,242

24.94% 24.94% 29.88% 41.08% 37.17% 37.48% 70.08%

株主還元総額

自己株式取得額

株主還元率

配当政策の基本方針 

◆ 業績連動型配当 

  安定配当：35円 
  株主還元率(※)の目安：20～30％ 

          株主還元総額(配当支払額＋自社株式取得額等） 
(※) 株主還元率 ＝ 
                 単体当期純利益 

1,162  

1,114  

522  

1,128  

37.48% 

70.08% 

0.00%

10.00%

20.00%

30.00%

40.00%

50.00%

60.00%

70.00%

80.00%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

14/3期 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 

（予想） 

年間配当額 

自己株取得額 

株主還元率 
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2018.10.1付の株式併合
（5株→1株）を反映 

（百万円） 



 資本の効率性、株式の保有リスクの抑制等の観点から、取引先企業等との十分
な対話を経た上で更なる残高削減に努める 

 直近10年間で、政策保有株式残高（簿価）を122億円圧縮 
 直近3年間の売却実績は32億円と、残高の削減は着実に進捗 

 

政策保有株式を順次削減 
 

コーポレートガバナンス・コードへの対応 
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337  

263  257  247  
236  

224  215  

123  

111  108  108  106  104  102  

0

20

40

60

80

100

120

140

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

09/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3

簿価（億円） 保有銘柄数（銘柄） （参考）直近3期の政策保有株式 
             の売却実績（百万円） 
 
 売却額（簿価） 

17/3期 1,085 

18/3期 1,142 

19/3期 1,004 

合計 3,231 3,231 



 
 

 中期経営計画「Value＋ 2022」の進捗状況 
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中期経営計画の全体像 

『地域密着と健全経営』 

経営理念 

 
 

長期ビジョン 

創業150周年に向けて、「地域社会に豊かさを」「お客さまに笑顔を」 

「職員に働きがいを」そして「株主の皆さまに満足を」実現し、あらゆる
ステークホルダーの期待に応える金融グループ 

Value Creation Bank 

中期経営計画

～時代の変化を見据えた、新たな価値創造と構造改革を実現するステージ～ 
（長期ビジョン達成のための１stステージ） 

経営管理態勢高度化  S D G ｓ / E S Gの理念に基づくＣＳＲ強化  

    

～ す べ て の お 客 さ ま と 繋 が る 銀 行 を 目 指 し て ～ 

～ 多 様 な 人 材 が 輝 く 銀 行 を 目 指 し て ～ 

～ 新 た な 環 境 を 生 き 抜 く 銀 行 を 目 指 し て ～ 

基 

本 

戦 

略 

顧 客 接 点 拡 充 

共 通 価 値 創 造 

人 材 活 力 向 上 



主要計数計画の進捗状況  

2019年度に 
目標とする指標 

貸出金利息額 

163億円 

非金利収益額 

79億円 

当期純利益 

32億円 

OHR 
（コア業務粗利益経費率） 

88.7％ 

貸出金利息額 

7,952  7,909  7,859  

15,944 
16,337 

17/9 18/9 19/9 

（実績） 

20/3 

(通期予想） 

20/3（通期） 

（中計計画） 

（百万円） 

非金利収益額 

3,608  3,674  3,774  

7,690  7,918  

17/9 18/9 19/9 

（実績） 

20/3 

(通期予想） 

20/3（通期） 

（中計計画） 

（百万円） 

OHR（コア業務粗利益経費率） 

84.08% 
79.37% 76.57% 79.13% 

88.78% 

17/9 18/9 19/9 

（実績） 

20/3 

（通期予想） 

20/3（通期） 

（中計計画） 

4,494  

3,200  3,200  

19/3 金利要因 ボリューム 

要因 

金融商品関係 法人役務 その他 与信費用 経費削減 その他 20/3 

（通期予想） 

20/3 

（中計目標） 

（百万円） 

 
       ＜差異要因内訳＞ 
 

資金利益              ＋2,295 
（うち投信解約益 +1,373） 
役務取引等利益     △   195 
与信費用              △   514 
経費削減              +1,009 
その他                 △2,595 
（うち投信解約損  △3,360） 

投信解約益△2,044 

①20/3通期予想と 
②20/3中計目標の差異  
 →±0             
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+114 

△2,027 

＋408 +47 

＋113 △689 ＋631 +109 

当期純利益 20年3月期通期予想の増減要因（対19年3月期） 

資金利益 △1,619 

役務取引等利益 +274 

与信費用 
   △689  

経費 +631 

その他 +109  

 19/3対比
△1,294 

① ② 



 
 

 中計関連施策 
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チャネル戦略 

店舗網等を最適化する一方、デジタルチャネル活用により新たな顧客層を開拓 

デジタルチャネル リアルチャネル 
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（１）現中期経営計画期間中に 
     ATM台数10％の削減 
（２）コンビニ系銀行との 
         共同ATM設置 
（３）県内金融機関との連携 
       （ATMの相互開放を模索）    

クレジットカード 

チャージ型 
ＱＲコード決済 

デビットカード 
口座直結型 

ＱＲコード決済 

振込 
（ＩＢ・ＡＴＭ） 

口座振替 

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供 

事
業
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供 山梨県内における便利で効率的な決済環境の形成 

WEB広告 

TVCM 

営業店 

対面・非対面の両面から
ユーザーの獲得を目指す 

ダウンロード数 
40,000件 

アクティブユーザー数 
28,000件 

お客さまへの推進 20/9末目標 

（１）県内の店舗拠点数を約15％（10店舗）削減（19/3比） 
（２）県内のフルバンキング店を約20％（10店舗）削減（19/3比） 
（３）他業態施設内への店舗移転による店舗軽量化 

【参考】 
 11月25日現在ダウンロード数     
           8,855件 

392 389 

371 

352 

19/3 19/9 20/3 21/3

（台）  

    

山梨県内フルバンキング店 

Wallet+の推進による若年層との接点強化 

キャッシュレス社会への対応 

県内店舗網の最適化 

ATMネットワークの再構築 

導入済 導入予定 

87 
76 

69 67 65 62 59 

96/9 09/9 19/3 19/9 20/3 21/3 22/3

山梨県内拠点数 

87 

45 42 40 37 34 32 

96/9 09/9 19/3 19/9 20/3 21/3 22/3

ピ
ー
ク
時 

10
年
前 

ピ
ー
ク
時 

10
年
前 
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98 105 112 113 122 

19 18 
27 24 

27 25 26 
25 25 

22 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

17/3 18/3 19/3 19/9 20/3

県内店舗最適化・本部BPI等により創出した人的リソースを 
 

成長マーケットである西東京地区に集中投資 

・営業人員への集中シフトを実施 
 

・「西東京コンサルティング営業部」を新設 

  ■民営事業所数     １７万先   （山梨県の約３．９倍） 
  ■人    口   ５５８万人   （   同  約６．９倍） 
  ■世    帯    数  ２６３万世帯（   同  約７．８倍） 
 

※西東京地区は東京都の市部・西多摩郡・杉並区、神奈川県相模原市 
   （出所：2016年「経済センサス」、2019/10「推計人口」） 

149 
164 

142 肥沃な 
西東京マーケット 

山梨 

西東京地区戦略① 【西東京地区への集中投資】    

1,981  
2,222  

2,494  2,551  2,652  2,723  

3,311  
3,713  

17/3 18/3 18/9 19/3 19/9 20/3 21/3 22/3

18/9比 
＋158 

162 

西東京地区の貸出金平残推移 

西東京地区の営業人員推移 西東京地区のマーケット規模 

（億円） 

（人） 

171 

個人営業 

スクエア 

法人営業 



＜融資RAROA＞ 
 貸出金に関する採算性を評価する指標 
 算式：信用コスト控除後利益／貸出金 
 ※信用コスト＝貸出金平残×デフォルト率×（１－回収率） 

対象：債務者区分 正常・要注意先（要管理先を含む） 
    財務省向け貸出金・貸付債権等の本部所管貸出金は除く 
経費：貸出金に係る一般経費のほか住宅ローン団信 
    保険料・消費者ローン保証料を含む 

＜2019年9月単月実績＞ 

地域別 
融資RAROA 
（前年同月比） 

地域別ボリューム 
構成比（月中平残） 

地域別貸出金 
平均レート 

峡北 

 0.073％ 
（+0.032Ｐ） 

1.283％ 

5％ 

本店甲府 

 1.120％ 

33％ 
 0.155％ 

（+0.011Ｐ） 

峡西南 

1.288％ 
 
 

△0.003％ 
 

（+0.004Ｐ） 

5％ 

峡東 

1.274％ 

  

0.020％ 
（△0.018Ｐ） 

6％ 

郡内 

 1.304％ 

 0.077％ 
7％ 

西東京 
1.241％ 

 0.354％ 
（△0.007Ｐ） 

18％ 

東京・新宿 

0.367％ 

 
0.024％ 

（＋0.058Ｐ） 

26％ 

（＋0.015Ｐ） 

全体の融資RAROA：0.130％（前年同月比＋0.017P） 
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西東京地区戦略② 【地域別融資RAROAの状況】 

＜西東京地区における長期推移＞ 
（％） 09/9 10/9 11/9 12/9 13/9 14/9 15/9 16/9 17/3 17/9 18/3 18/9 19/3 19/9 10年前比 前年同月比 6か月前比

地域別貸出金平均レート 2.233 2.157 2.068 1.960 1.816 1.725 1.660 1.488 1.426 1.339 1.285 1.254 1.233 1.241 ▲0.992P ▲0.013P ＋0.008P

地域別融資RAROA 0.602 0.476 0.428 0.491 0.470 0.457 0.452 0.450 0.444 0.370 0.352 0.361 0.358 0.354 ▲0.248P ▲0.007P ▲0.004P

地域別ボリューム構成比 11 11 11 12 12 13 13 15 15 16 17 18 18 18 +7P ±0P ±0P



コンサルティング領域の深化・拡大（法人向け） 
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「総合金融サービスの実現」へ向けコンサルティングの深化と拡大を促進 
 

コンサルティング領域の深化 コンサルティング領域の拡大 

新たなファイナンス手法の拡大 

■シンジケート・ローンやストラクチャードファイナンスへ 
 の営業体制をなお一層強化するため、本部専担者の増員 
 （2名）を図り、コンサルティング営業部内に「ストラク 
 チャードファイナンスチーム」を組成。 

新たな事業分野への進出 

 事業者の共通課題である人材確保への支援として、 
 10月1日、「人材紹介サービス」業務（＝有料職業紹介  
 事業の許可取得）の取扱いを開始。 

お客さまの企業価値の向上 

未来 

企
業
価
値 

経営支援＆資金調達支援 

 コンサルティング機能の発揮によるお客さまとの共通価
値を創造し、深度ある対話を通じて経営者の「想い」や
「考え」等を共有するなか、最適なコンサルティングを
提供する。 

お客さまの成長 

 事業性評価に基づくコンサルティング 
  機能の発揮 
 深度ある対話による共通価値の創造 

現在 

コンサルティング領域の深化 

業務開始 

20年度 

サービス内製化 

17年度 

ビジネスマッチング 

19年度 21年度 10/1 

シンジケート・ 
ローン 

ストラクチャードファイナンス 

LBO 

不動産ノン 
リコースローン 従来型融資 

等 



51 

18通期 19/上 19通期 

 

着実にコンサルティングを受託、法人関連役務収益も堅調に推移 
 

法人向けコンサルティングの実績 
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＜役務収益内容＞ ビジネスマッチング手数料、法人向け保険販売手数料、 
         私募債関連手数料、シ・ローン等融資関連手数料、その他 

（百万円） 

その他 

シローン等 

私募債 

Ｍ＆Ａ 

ビジネス 
マッチング 46  

66  62  

5  

39  

49 63 

36 

4  

4 
8 

4 

14  

31 

44 

9 

41  

78 

170 

140 

20  

27 

25 

31 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

17/3 18/3 19/3 19/9

374 

256 

166 

（件） 

当行グループにおける有償コンサルティング受託件数 法人関連役務収益 

19/下 
計画 

 

263 
前年同期比＋31.4％ 

（18/9期：171百万円） 

225 

488 

ＩＣＴ導入 

3 
事業計画 

策定 

7 

公的支援策 

活用 

13 

人事評価制度 

構築 

2 
ＢＣＰ策定 

1 

事業承継・ 

相続対策 

5 

Ｍ＆Ａ 

16 

その他 

2 

55 

104 

49 

法人向け 
保険 

19/下
計画 

19/上
実績 49 



 

お客さま本位の業務運営態勢を着実に構築 
 

コンサルティング領域の深化・拡大（個人向け）      
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資産形成 
 投信積立 

iＤｅＣｏ 

相続 
資産承継 

遺言信託 

12  14  15  
18  

21  
25  

23 23 24 24 
25 26 

17上 17下 18上 18下 19上 19下 

（計画） 

投信積立契約数 投資信託保有者数 

投信積立契約者数・ 
投資信託保有者は増加傾向 

355  
446  

602  580  599  
700  

17上 17下 18上 18下 19上 19下 

（計画） 

平準払保険契約件数は増加傾向 

共通KPI「運用損益別顧客比率」 
は向上 

 

資産運用 
投資信託・生命保険 

外貨預金・債券 

 

1.91% 1.92% 

12.73% 

27.45% 

19.53% 

21.60% 

10.15% 

4.71% 

0.99% 1.64% 

7.07% 

26.39% 

29.99% 

20.59% 

8.61% 

4.72% 

運用損益率
▲50％未満 

▲30％以上 
▲10％未満 

0％以上 
10％未満 

＋30％以上 
＋50％未満 

▲50％以上 
▲30％未満 

▲10％以上 
0％未満 

＋10％以上 
＋30％未満 

＋50％ 
以上 

運用損益率がプラスの 
お客さまの比率 

18/3末：55.99％ 

19/3末：63.91％ 

（件） 

（千件） 

（千人） 

18

／
3

末 

19

／
3

末 

資産承継支援実績は増加 

355 

479 

632 

331 

16通期 17通期 18通期 19上 

※資産承継支援…お客さまの資産承継（相続等）に  
 おける課題解決などのサポートを行うこと。 

（件） 



 

高齢者向けコンサルティングメニューを順次拡充 
 

個人向けコンサルティングの実績・計画 (金融商品販売 等) 
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資
産
管
理
・
承
継 

く
ら
し
の
安
心
・
充
実 

生命保険（終身保険等） 

信託代理店業務 

 
遺言代用信託 

   
  後見支援預金 

 
 
 
 
 
 

認知症 
発症 

意思能力のある高齢者 成年後見制度を 
必要とする高齢者 

高齢者見守りサービス 

 
暦年贈与型信託 

認知症保険 

リバースモーゲージ 

20/2リリース 

20/2リリース 

19/9リリース 

お客さまの意思能力のステージに応じて、幅広いサービスメニューを提供 



 

資産形成層とのゲートウェイ商品と位置づける住宅ローンは順調に伸長 
 

住宅ローン 
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3,750  

3,831  
3,893  

3,967  

4,059  

4,143  

17/9 18/3 18/9 19/3 19/9 20/3

住宅ローン残高 

19/3比 
+2.3％ 

172  
239  226  229  250  

60 

88 
66 38 27 

17/上 17/下 18/上 18/下 19/上 

借換 

新規 

232 

327 
292 267 277 

住宅ローン実行額 

住宅ローン拡大に向けた取組み 

利便性向上 
■申込みから契約まで、Web上で   
    完結するスキームの構築 
  （20年秋頃導入予定） 

業務効率化 
・ 

収益力の強化 

■住宅ローン事務の抜本的な見直 
 しによる、営業店および本部に 
 おける事務コストの削減 

他行との差別化 

■低コストかつ保障が充実した 
 団体信用生命保険の導入 
    （商品性の拡充） 
  ⇒ 地銀協ダブルサポート団体  
    信用生命保険の商品改定 
       （19年10月1日改定） 
 
■業者案件の持込強化 

（億円） 

（億円） 

（計画） 



 

お客さまのニーズへの的確な対応により、無担保個人ローンは順調に伸長 
 

無担保個人ローン 
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118  
120  

122  
124  

130  

133  

17/9 18/3 18/9 19/3 19/9 20/3

無担保個人ローン残高 

19/3比 
+4.8％ 

22  
25  26  

29  
35  

22 23 23 24 25 

44 46 47 48 49 

17/9 18/3 18/9 19/3 19/9

マイカーローン 教育ローン カードローン 

うち、マイカーローン・教育ローン・カードローン残高 

無担保個人ローン拡大に向けた取組み 

利便性向上 
■申込みから契約まで、Web上で完結 
 するスキームの構築 
 （20年秋頃導入予定） 

お客さまニーズ 
への積極的な対応 

 
■資金需要期におけるキャンペーンの実施 
 
 
 
 
 
 
■商品性改定 
   ⇒ 19年10月1日からは、教育ローン   
    （当座貸越型）『親ごころ』の 
   融資限度額を1,000万円に拡大 

クロスセルの促進 

 
■当行住宅ローン利用者、当行での無担 
 保個人ローン利用実績があるお客さま 
   を対象とした金利優遇施策の展開 
 
 
 
 
 

（億円） 

（億円） 

（計画） 



 

RPA導入等により、抜本的に業務を合理化・効率化 
 

BPI※による生産性向上 

営業店業務におけるBPI 本部業務におけるBPI 

※BPI ： Business Process Innovation（業務プロセスの革新） 

―26― 

18/7試行開始、19/4正式導入。 
集計業務やデータの入力業務を中心に、
19/9までに5業務においてRPAロボッ 
トを開発。年間約645時間の業務時間 
削減の見込み。 
今後も業務効率化に向け、RPAによる 
業務の自動化を拡大していく。 

5業務 
約645時間 

約55業務 
約6,000時間 

19/9 20/3 

●本部組織改定による重複部門の集約等により、19/9末までに 
 59名の本部職員の再配置を実施（KPI:67名。20/3末までに 
 完了予定） 
 

●本部業務の生産性向上のため、本部BPIサポートチームを組成 
 し、19/5から本格稼働 
 メンバー5名の内、公募により若手行員を3名登用 

本部BPIサポートチーム 本部各部 

本部各部 
と連携 

●QRコード付伝票作成サービス（当行HPでの伝票事前作成）の 
 開始(19/9～) 
●窓口専用タブレット端末での個人ローン申込受付開始(19/7～)  
●融資案件管理に係る事務および業務プロセスの変更（借入申込 
 書の廃止）(19/10～) など 

●後方レス店舗の実現に向けたミドルオフィスの試行開始(19/6～) 
●代位弁済に係る一部業務の本部集中化(19/9～) 
●TKCモニタリングサービスを活用した財務データの本部集中 
 登録の開始(19/8～) 
●債権書類集中管理センターへの集中管理対象の拡大(19/10～) 
 など 

●シンクライアント端末での勘定系照会機能実装(19/3～) 
●新たなグループウェア導入によるペーパーレス業務の拡大   
 （各種報告書のうち、約70帳票を電子化）(19/9～)  
●個人ローンにおける営業店の審査に関する保管書類の 
 ペーパーレス化(19/7～)  など 

共通基盤業務におけるBPI 

お客さま利便性向上 
リソース再配分による 

営業態勢の強化 
労働生産性向上 

受付業務の合理化・効率化 

後方業務等の抜本的集約 

システム化・ペーパーレス化 

RPAの導入 

人的リソースの再配置 



 
 

人材活力向上 ～多様な人材が輝く銀行を目指して～   
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職員一人ひとりの働きがいや成長が実感できる組織への取組み 

●強みや能力を引き出す人事運営 
 ・公募等による若手・女性の登用 
  ⇒本部担当者として7名を戦略的  
   に配置 
 ・従業員エンゲージメント向上に 
  向けたインナーコンテンツの活用 
   
  
  

●組織風土変革への取組み 
 ・従業員（eNPS）アンケート 
  ⇒10月実施 
 ・ビジネスカジュアル 
  ⇒11月試行開始 

多様な人材が 
 輝く組織へ 

●仕事と家庭の両立支援 
 ⇒育児休業者の復職支援に   
  向けた情報交換会を定期開催 

●自己研鑽支援ツールの拡充 

 ⇒℮-ラーニングに1,300タイトルの  
  動画コンテンツを導入 
●若手行員の育成支援、OJT態勢の強化 
 ⇒個別面談実施、実践型研修へシフト 
 
 

職員一人ひとりの 
やりがい・働きがいの醸成 

柔軟な働き方の促進 
コミュニケーション等 

専門性が発揮できる人材の育成 ●コミュニケーションの促進 

 ⇒強みの活用や褒める文化の  
  醸成に向けた研修実施 

●健康増進施策への取組み 
 ⇒行内ウォーキングイベントに  
  430名が参加 

人事運営 

生産性向上 
OJT・研修 

自己研鑽 

外部派遣 

働きがいや 
 成長の実感 

人材育成 



 

革 新 
 

改 革 
 

改 善 

 
 

デジタルトランスフォーメーションの実現へ向けて戦略性の高いシステム運営態勢への進化を図る 

Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
を
踏
ま
え
網
羅
的
・
多
面
的
に
施
策
を
展
開 

戦 略 課 題 

環境変化に対応
可能な組織と 
人材への変革 

ITコストの抜本
的な構造改革と
リソース配分の
最適化の実現 

経営戦略を下支
えする強靭な 
IT基盤の構築 

・経営戦略の実現に向けたシステム開発人材の増員・増強 
 （ITリソース「ヒト」の最適化） 
・お客さまへのITソリューション支援 

通帳レス口座の全店展開 

Smile基盤を活用した 
システム開発の内製化 

外部データセンターを活用
した情報系統合基盤の構築 

新融資支援システムの導入 

次世代型店舗の構築 
（セミセルフ端末の導入） ブランドデビットカード 

の導入 

オープンAPIの活用 
・Wallet＋導入 
 （モバイルファースト） 

ブロックチェーン基盤 
の構築 

最新ＩＴ技術の利活用 
・AI、VR、AR 
・クラウド基盤の有効  
 活用 

対応済 

対応予定 

機動性・実効性の高いリスク管理態勢の整備（サイバーセキュリティ） 

合理的な 
IT投資プロセスの確立と
厳格な運用 

企業価値向上に資するＩＴ基盤の整備・強化 

 

システム開発人材の確保・育成によるIT基盤の整備を加速 
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地域が直面する課題に対し主体的に取り組み、持続的な社会の実現に貢献 

SDGｓ/ESGの理念に基づくCSRの取組み 
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「山梨中央銀行グループSDGs宣言」制定（19.5.10） 

環境負荷低減に向けた推進 持続可能な地域経済の発展 多様な人材の活用 

「SDGsファンド」の組成 
・ファンド総額5億円 
 （19/12予定） 

女性管理職・監督職の登用割合 

9.7  

12.0  

15.0  

16/4 19/9 21/3

（％） 

（計画時実績） （計画） 

重点項目 １ 重点項目 ２ 重点項目 ３ 

新築店舗への山梨県産材の使用 
・めじろ台支店(19/9建替） 
 

指名・報酬諮問委員会の新設 
・19.4.25～ 

社内取締役2人減員（19/6） 
 ⇒社外取締役比率16.7％ 

14,392 

10,000 

10 11 12 13 14 15 16 17 18年度 

電力使用量の削減 

 （千kWh） 

NEXCO中日本・静岡銀行との連携
協定締結（19/7） 
・地域産品の販路拡大、地域企業 
   へのビジネスチャンス提供 等 
 ⇒オンラインモールへの出品 
  促進、サービスエリアでの  
  物産イベント開催 

甲州市・㈱LIFULLとの連携協定 
締結（19/7） 
・空き家の利活用を通じた地域 
 活性化 



 

【お問い合わせ窓口】 
 

株式会社 山梨中央銀行 
 

経営企画部広報CSR室 
 

TEL 055（233）2111 
E‐mail kouho@yamanashibank.co.jp 

URL https://www.yamanashibank.co.jp/ 
 

   本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、 
   リスクや不確実性を内包するものです。 
   将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意ください。 

   本日は、弊行の会社説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございました。 
 

   本日の説明内容についてのご照会等は、下記までお願いいたします。 


